
船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 転覆 

発生日時 令和７年６月２２日 ０９時３０分頃 

発生場所 京都府宮津
み や づ

市間
ま

鼻北東方沖 

 宮津黒
くろ

埼灯台から真方位１６７°４.３海里付近 

 （概位 北緯３５°３１.７′ 東経１３５°１６.４′） 

事故の概要  ミニボート（船名なし）は、航行中、転覆した。 

事故調査の経過 令和７年６月２２日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

ミニボート（船名なし）、総トン数なし（長さ約３ｍ） 

 なし、個人所有 

 乗組員等に関する情報 操縦者、操縦免許 なし 

 負傷者 軽傷 １人（操縦者） 

 損傷 船外機に濡損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南、風力 ３、視界 良好 

海象：波向 南、波高 約０.５ｍ、潮汐 上げ潮の末期、水温 約

２３℃ 

 事故の経過  本船（レンタルボート）は、操縦者が持参した２馬力の船外機を取

り付け、操縦者及び操縦者の家族（以下「同乗者」という。）１人が

乗り、０６時頃に釣りの目的で宮津市由良
ゆ ら

浜の海岸を出航した。 

 本船は、操縦者と同乗者が乗船した状態で、船尾部の乾舷が約 

０.２ｍであった。 

 操縦者は、出航前に気象情報に係る複数のウェブサイトで、強風や

波浪などの注意報が発表されておらず、風速約２m/s の南風が吹くと

の情報を入手していた。また、由良浜海岸付近では風を感じず、波も

穏やかに見えたので、風が強まり、波が高くなれば帰航すればよいと

思い、出航を決めた。 

 本船のレンタルボート業者（以下「レンタル業者」という。）は、

本船を操縦者に貸し出す際、由良浜海岸から近い波の穏やかな消波ブ

ロック付近で釣りをするように注意した。 

 操縦者は、ミニボートでの釣りの経験が約５年あったが、由良浜付

近の海域で釣りをするのは初めてであった。しかし、過去に由良浜海

岸で釣りをしたことがある家族から、間鼻北方沖の海域（以下「本件

海域」という。）が良く釣れると聞いていたので、由良浜海岸から離

れていたものの、本件海域で釣りをすることとした。 

操縦者は、別のレンタルボート（ミニボート、以下「別のボート」

という。）が本件海域に向かっているのを見て、その後を追うように



操船して本件海域の釣り場に到着した。 

操縦者は、別のボートの近くで船外機を停止して漂泊し、船首を北

方に向け、昼頃までの予定で釣りを始めた。釣りを始めた頃は、まだ

南風が弱く、波も穏やかであった。 

操縦者は、しばらくして別のボートが消波ブロックの方に移動して

本件海域にいるのが本船だけになったが、風が強まり、波が高くなっ

たとは感じなかったので、別のボートのことは特に気にしていなかっ

た。 

操縦者は、釣りに熱中していたところ、０９時頃から南風が強くな

り、波が船尾部の乾舷を越え、波高が約０.５ｍになってきたことに気付

いた。 

操縦者は、本船が船尾方から波を受けて浸水するようになったの

で、不安になった。レンタル業者に状況を報告して指示を仰ごうと思

い、電話を掛けたが繋
つな

がらなかったので、本船を操船して帰航するこ

ととした。 

本船は、操縦者が船尾部甲板に座って船外機のティラーハンドルを

操作し、同乗者が甲板に浸水した海水を紙コップで排水しながら、約

３㎞/h の対地速力（操縦者の体感）で岸に向かって南東進していた。 

本船は、右舷方から波高約０.５ｍの波を受けながら航行していた

ところ、甲板への浸水量が徐々に増え、船尾部に深さ約０.２ｍまで

滞留した頃、船尾方に傾斜して転覆し、操縦者及び同乗者は海に投げ

出された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 
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操縦者は、クーラーボックスに掴
つか

まって漂流しながらレンタル業者

や家族に電話を掛けたが応答がなかったので、１１０番通報して救助

を要請した。同乗者は、泳いで近くの岩場にたどり着き、救助を待っ

た。 

操縦者及び同乗者は、自動膨張式の救命胴衣を着用しており、落水

時、同乗者の救命胴衣は膨張したものの、操縦者の救命胴衣は膨張し

なかった。 

操縦者は、救命胴衣を５年以上使用していたが、ボンベ及びスプー

ル（水を感知する部品）などの点検整備を行ったことがなかった。 

警察から通報を受けた海上保安庁は、事故発生場所に巡視艇を急行

させるとともに、事故発生場所に近い京都府水難救済会救難所に救助

を依頼した。 

操縦者及び同乗者は、来援した救難所の所属船舶によって救助さ

れ、陸上に搬送された。 

操縦者は、救急車で京都府謝野町内の病院に搬送され、医師によっ

て低体温症と診断されたが、体調が回復して当日に帰宅した。同乗者

の体調に異常はなかった。 

本船は、事故発生場所付近で沈没した。 

 海上保安庁のウォーターセーフティガイド*1には、次の記載があ

る。 

 ・ミニボートが安全に航行できる範囲は、乾舷の高さ（水面から船

縁までの高さ）の半分以下である波高２０cm くらいまで、風速で

は４m/s 以下を目安と考えてください。また、海上で風や波が出

てきた場合は、早めに帰航するようにしましょう。 

 ミニボートに乗る前に知っておきたい安全知識と準備*2には、ミニ

ボートの特性として、次のとおり記載されている。 

 ・乾舷が低いので、波や風には非常に弱いボートといえます。 

 ・波高が乾舷の高さになると、（略）波が船内に打ち込んだりし

て、危険な状況になります。 

 ・安全に航行できる範囲は、（略）船体の強度、耐久性、波に対す

る強さ（略）を考慮すると、概ね岸から１㎞以内、出航地からは

２㎞以内といえます。 

 操縦者は、ミニボートの特性を知らなかった。 

分析  操縦者は、レンタル業者から由良浜海岸近くの波の穏やかな消波ブ

ロック付近で釣りをするように注意を受けたものの、風が強まり波が

高くなれば帰航すればよいと安易に考えたことから、由良浜海岸から

離れた本件海域で釣りをする目的で出航したものと考えられる。 

 
*1 海上保安庁「ウォーターセーフティガイド」https://www6.kaiho.mlit.go.jp/watersafety/ 
*2 「ミニボートに乗る前に知っておきたい安全知識と準備」（平成２３年度 国土交通省海事局） 

   https://www.mlit.go.jp/maritime/senpaku/miniboat/miniboat_final_pdf_0127.pdf 



 操縦者は、ミニボートは乾舷の半分以下の波高の状況下で航行する

ことが目安とされているものの、ミニボートが波に弱い特性を知らな

かったことから、船尾の乾舷が約０.２ｍの状態で本船を出航させた

ものと考えられる。 

 操縦者は、釣りに熱中していたことから、船尾方から波を受けて浸

水するようになるまで波高が高くなったことに気付かなかったものと

考えられる。 

 操縦者は、レンタル業者から波の穏やかな由良浜海岸近くで釣りを

するように助言を受けていたものの、家族から良く釣れると聞いた本

件海域に本船を出航させたことから、釣果を上げることを優先に考

え、安全に対する意識が希薄であったものと考えられる。 

 これらのことから、操縦者は、釣りに熱中して帰航を開始する時機

が遅れ、本船は、帰航中、波高約０.５ｍの波を右舷方から受けて浸

水した海水が船尾部に滞留し、船尾方に傾斜して転覆したものと考え

られる。 

原因 本事故は、操縦者が船尾の乾舷が約０.２ｍの状態で本船を出航さ

せたため、本船が、航行中、右舷方から波を受けて浸水し、海水が船

尾部に滞留し、転覆したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・ミニボートは乾舷が低く波が入りやすい構造であることから、ミ

ニボートの操縦者は、海上では常時波高の変化を監視し、船内に

浸水するおそれがある場合は、早めに帰航したり、避難したりす

ること。 

・沖合は沿岸部より波高が高くなる傾向にあることから、ミニボー

トの操縦者は、気象海象の急変時に直ちに帰港等が可能な陸岸近

くでミニボートを航行させること。 

・ミニボートの乗船者は、乗船時に必ず救命胴衣を装着するととも

に、装着する救命胴衣が正常に作動するよう適切に点検整備を行

うこと。 

 


